システムの 
セツトアップ 


lerver 


本装置をセットアップする手順について説明します。セットアップの方法は購入後、初めて電源を〇 N にす 
る場合と再インス!-ールの場合で手順が異なりますので読み分けてください。また、セットアップ後、障 
害が起きた際に早く復旧させるために必要なセットアップについても説明しています。 

初めて電源を〇 N にするとき (—50 ページ） . 本装置を購入後、初めて電源を〇 N にすると、 

ハードディスクドライブにインストール済みの 
〇 S のセットアップが始まります。セットアップ 
の手順とセツトアップ完了後に行う作業について 
説明します。 


再セツトアップ (—63 ページ) 


〇 S を再インス I -ールするときの手順について 
説明します。 


ONL-3020bE-ISSDS-000-03-0406 
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初めて電 as を on にするとき 

ここでは購入時のセツトアップについて説明します。再セツトアップの際は「再セツトアップ」を参照して 
ください。 


11-0 システムのセットアップを始める前に、本装置の電源を ON にできる状態にハードウェアを 
セットアップしてください。本装置のラックへの取り付けやケーブルと電源コードの接続に 
ついては2章で詳しく説明しています。 

購入時の本装置は、お客様がすぐに使えるようにパーティションの設定から、〇 S(Windows Media 9 
Appliance Server *) 、本装置が提供するソフトウェアがすべてインストールされています 0 

M -0 ビルド•トゥ • オーダー ( BTO ) によって出荷時にセットアップされたハードウェア構成や 
RA 旧構成の状態を示す別紙が添付されている場合は、大切に保管しておいてください。再 
セットアップの際に利用する場合があります。 

本装置をネットワークへ参力□させるために必要となる最低限のセットアップは専用の「初期設定ツール」を 
使います。初期設定ツールは EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M に格納されています。 


1セットアップの準備 


本装置の電源を〇 N にする前に、本体の LAN ポ ー ト1に割り当てる次の情報を準備してくださ 
い。1章の「各部の名称と機能」を参照して、 LAN ポートの位置を確認してください。 

• コンピュータ名 

• 管理者パスワード 

• IP アドレスとサブネットマスク値 
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Microsoft® Windows Server™ 2003, 32-bit Enterprise Edition for Embedded Systems with 
the Server Appliance Software Version 3.0 (1-8 Proc Version) 






電源の ON 


POWER ランプ 




スィッチ S ^T > \ 

O 

O I 


〇〇 

// ID 

•^ 3^4 


POWER. 






本装置の電源を ON にします。 

n-O 本体が正常に起動するまでは電源を途中で OFF にしな 
Emm いでください。万一、途中で OFF してしまった場合に 
は、 0S の再インストールが必要になります。 

1. 本体の電源コードがコンセントに接続されていること、およ 
び本体の LAN ポート 1 がネットワーク環境として使用する 
HUB に接続されていることを確認する。 



LAN ポート1と LAN ポート2の双方にケーブル接続されて 
いた場合、初期設定ツールで本装置が正しく認識されな 
かったり、 LAN ポート2のネットワーク設定が行われてし 
まう場合があります。初回起動時は、 LAN ポート1のみ 
ネットワーク接続を行った状態で、電源を ON にしてくだ 
さい0 


210101 




工場出荷時のネットワーク設定は以下のようになっています。 
ip アドレス：自動的に取得する 

□ンピユータ名： WMS-XXXXXXXXXXXX ( XXX は MAC アド、レス） 

2 . 本体の電源を〇 N にする。 

本体が起動を開始します。本装置の初回起動は約 10 分間の自動設定を行います。 

ディスプレイを接続している場合、初回起動時の〇 s 起動画面で、文字の一部が欠ける場合があ 
りますが、動作上問題はありません。 




〇〇〇 

4_9 
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3 初期設定 


管理 ツール 「 WebUI 」 を使用できるよラにするために、本装置の初期設定を行います。初期設 
定 ツールの 実行は、本装置と同じネットワーク上にある Windows マシン (Windows 95/98/ 
Me 、 または Windows Server 2〇〇3 、 Windows 2000 / XP、Windows NT 4.0) と添付の 
EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M を使用します。 

■: 詳細については、初期設定ツールのヘルプを参照してください。初期設定ツールを起動せず 

rpp] にヘルプを参照したい場合は、以下のファイルを開いてください。 

「EXPREEEBUILDER CD-R 〇 M」 の 「¥INITC 〇 NF¥ISSsetup.chm」 


1. 任意の Windows マシンの CD - ROM ドライプに EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M をセツトする。 

Autorun 機能によりメニューが自動的に表示されます。表示されない場合は、 CD - R 〇 M ドライプ 
内の 「¥ MC ¥1 ST . EXE 」 を実行してください。 


2 . [ソフトウェアのセットアップ]をクリッ 
クして、表示されたメニューがら[初期導 
入設定ツール]をクリックする。 

初期設定ツールが起動し、エンドユー 
ザーライセンス契約 ( EULA ) の確認画面が 
表示されます(初回のみ)。 


〇オンラインドキュ，ント 



3. EULA を確認の上、同意する場合は[は 
い]をク U ックする。 

自動発見ウィンドウが表示されます。 


2 SJ 


瓣若契」 


r Applianceboftw. 
ぜ売いただき、エンドユーザ'-ライセンス契約 
へしたで•しょうか？ 



4. [開始]をクリックする。 
装置の一覧が表示されます。 




卜 /'™ 甜抹抵嗯： | I -H 
■ル}| 0 -H 

" J 

f /| j | EBJiO | 

W~ - 
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5. <DHCP サーバが存在する場合 > 


本装置の WebUI 起動の表示が「可」に変わり、初期設定サービス停止ダイアログが表示されるの 
で、[はい]をクリックする。 

装置を選択し、 [WebUI 起動]ボタンをクリックすると、管理ツール 「WebUI」 が起動するので、次 
ページの「4 WebUI での設定」に進んでください。 




このとき、通常使用するブラウザの設定を 「Internet Explorer 5.5」以降にしておいてくださ 
い。設定方法等、詳細については次ページの 「 WebUI での設定」を参照してください。 


<DHCP サーバが存在しない場合> 

本装置の WebUI 起動の表示が「不可」に変 
わったら、装置を選択し、[設定変更]ボ 
タンをクリックする。 

設定変更画面が表示されます。 




2U 





一自助発見 ® j [ PJG^(C) 


| 


6 . [コンピュータ名]欄にコンピュータ名を 


力する。 


ネットワーク上に同一のコンピュータ 
名を持つマシンが存在すると、設定変 
更後の再起動ができなくなります。コ 
ンピュータ名が重複していないことを 
確認してください。 


7. [IP アドレス]欄に IP アドレス、[サブネット 
マスク]欄にサブネットマスクを入力する。 


8 46 2011 


MAC アト '' レス： p0-00-4c-99-4f-f7 

コン匕 *:1- 夕名 ®: |WMS 

IPJT レス Q): [ 

サフ '' ネット 7 スク (U): | 255 255 255 


の” での 設定 変更を不可 


「サ-ハ澂定状況 
!► 設定変更 

► サ-ル再起觔 
経過時間 〇秒 

► 設定テ”チ灯ク 
► WebU 辟続チェッウ 




r 閉じる ◎ 


W-OD 

• ip ア 


ドレスの設定を間違えると、設定変更後の再起動や管理ツール 「 WebUI 」 からの接続が 
できない場合があります。 IP アドレスに誤りがないことを確認してください。 

設定する IP アドレス/サブネットマスクは、初期設定ツールを動作させているマシンと同一 
ネットワークになるように設定してください。 


8. [適用]をクリックする。 

9. 設定変更を確認するウィンドウが表示さ 
れたら、[〇 K] をクリックする。 

サーバ設定の変更が始まり、サーバ設定 
状況の内容が順次更新されます。 

10. 完了メッセージが表示されたら、[〇 K] を 
クリックする。 

以上で、本装置の初期設定が完了し、 
WebUI から管理できる状態になりました。 






初期設定ツールウィンドウで設定したいサーバを選択して [ WebUI ] をクリックすると 、 WebUI 
が起動します。このとき、通常使用するブラウザを 「Internet Explorer 5. 5」以降に設定しておく 
必要があります。 
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WebUI での設定 


WebUI が起動したら、以下を参照して必要な設定を行います。 

■： WebUI の起動方法は、1章の「本装置への接続」を参照してください。 

\TyT\ 


パスワードの変更 

Administrator の初期状態でのパスワードは、 「 streaming 」 です。セキュリテイのためにもパ 
スワードを変更してください。 


■： ここでの設定は「管理者 ( Administrator )」 でログインした場合にのみ変更できます。ドメイン 

IJvpi ユーザーのアカウントでは「エラー46」が表示され変更できません。 


1.WebUI の[ネットワーク]—[管理者]を選 
択する。 



2 . 


パスワードを入力し、[〇 K] をクリックす 

公 〇 

変更が完了すると、認証を要求するダイ 
アログが表示されます。 
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3. 新しいパスワードを入力し、 [ OK ] をク 
リックする。 

パスワード変更メッセージが表示されま 
す。[〇 K ] をクリックして終了してくださ 
い0 



デフォルトゲートウェイの設定 

□—カルエリア接続 ( LAN 1) 用のデフォルトゲートウェイを設定します。 DHCP サーバから構 
成を取得している場合、設定の必要はありません。 


1. WebUI の[ネツトワーク]—[インター 
フェイス]を選択する。 


② 


ファイル 0 編集 (£) 表示祕お気に入〇⑻ツール®ヘルブ⑻ 


I 9 



I音理者| 音理 Web サイ ト | Telnet 



を設定しま1 

B は： 

フ1イス f 


-名とドメインメンバシタブ 


a グローバル設定 

■•サ ーノトのすべてのネッ トワ-りア 
タプタに通用するネットヮー⑽設 
定を構成します0 


J 

a 外 r ■サィ! _ 

/L 


1 卜®¥ネクトワ-クインター ロ 現在の音理者アカめ卜®パスワ 

'のブ□パティを描成しま ~ド4変更します。 


桃ス® サ-パ-樹Iサる咖 T*rt 
卜卜奄 の使用法を梅成してく睽ぃ。 


j / 


インターフェイス 

サーバーの各ネツトワーゥインター 
フ:[イスの プロパティを橘成しま 


1—1 厂陽イントラネ，卜 ^ 


2. 「□一カルエリア接続」を選択し、 [ IP ] を 
クリックする。 


wsm 




ファイルの編集 (£) 表示幼お気に入0< 


KA ) ツール① 



Iネ”卜り-ク ^ B 
識別Iヴローパル設定IインターフヱイスI音理者I管理 Web サイト| Telnet | 


インターフェイス 


%明 種類 IP 構成状應 

カルエリア lntel(R) PRO/1000MTDual Port Network 10 . 3 ^： 14 _勺娜 



厂② 


SS ヵルエリ 7 


J 沪 


3システムのセットアップ 


55 































































3. デフォルトゲートウェイを入力し、[〇 K] 
をクリックする。 

•:一圆 

口ーカルエリア接続2の設定を行う場 
合、手順2に戻り、[口ーカルエリア接 
続 2] を選択して、 [ IP ] をクリックするこ 
とで、丨 P アドレス、サブネットマス 
ク、デフオルトゲートウェイの設定を 
行うことができます。 



日付と時刻の設定 

日付と時刻を設定します。 


WebUI の[メンテナンス] — 旧付/時亥 U] 
を選択する。 



ファイル (£) 編集 (£) 表示祕お、気に入り㈤ツール®ヘルブ (U) 



日付躬リI シャットダウン I ロヴIパックアッゴIリモートデス外ッゴI通知電子メールI言語 I ups | 


②一 

1^ 



i > 


シ V 9 ト タウン 

今すく..、またはスケジュールした B 寺間に、 
サーバーをシ竹トタウンした0再起肋し 


パ，クア，ブ 

W サーバーのオペレ-〒 1- M| …千ム山' 1 
^ ックァ9ブまたは後元折います。 

サ-パ-®通知電子メづ W) 設定^ 


m 


雛逞択して、楢成します。 


日付/時刻 

サーバーの日付と B 寺刻を設定します。 


2 . 日付と時刻、タイムゾーンを設定し、 
[〇 K] をクリックする。 
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通知電子メー)レの設定 


装置に何らかの障害が起きたときに電子メールを管理者宛に自動送信させることができま 
す。障害をいち早く察知することができ便利です。 


1. WebUI の[メンテナンス]—[通知電子 
メール]を選択する。 




7 W ル©編集©表示祕お気にツール①ヘルプ ( H > 


J 戻る▼ ノ ▼ 3 q ] , / 検索 お気に入り wi 、 メディァ.。 ▼ 〆 . - 

Biiflm I シャットダウン I ロヴ I パックァッゴ I リモ ートデスクトンブ I 通知電子 メ'■ル I 言語 I ups 1 1 



②- 


i ろ日付/時刻 R シ V 9 W ゥン 

rjr サーバーの日付と時刻链陡します。 於今すく••、またはスケジュールした b 寺 p 亂 

サづ卜をシゃツトタウンした〇再起動 
たりす。 

0 D ヴ -OA バ，クア，ブ 

□ヴを表示、消去、9ウン□ードおよび B サーバー©オペレーティングシステム a 

構成します0 9クァ、> ブま fett 值元抓、ます0 

リモートデス！！卜9ブ ^ 通知罨子メール 

1 IJ サ-バ HD デス外ッブ(部続します。 07!^サ'■パ-の激晚子メ'■パ 

發-で . (S 


ぶ 

_ # I 丨厂 I M ィントラネット 


m 


通知電子メール 

サーパーの通知電子メール©設定を行 

います。 


2 . 電子メール通知の無効/有効を選択する。 

3. 有効にする場合は、宛先等を設定する。 

4. [〇 K ] をクリックする。 


方イル0編集(£〉表示⑽お気に\り⑻ツール CD ヘルブ ㈣ 


〇戻い〇 - dj レ検索☆ぉ気に入りガメディァ| 





® ベ，表示されました 


「II 吸イントラネ，卜 


ネットワーク識別の設定 

クライアントマシンから本装置を識別するための名前やネットワークに参加するワークグ 
ループの設定などをします。 


WebUI の[ネットワーク]一[識別]を選択 
する。 


ファイルの編集 (£) 表示祕お、気に入り⑻ツール CD ヘルブ⑻ 


Q 戻5，」 - 0 g | _;、] IP 検索.:.:し摘に人り政好ィァ好 

> 0 


■ネットワークひ — 

識 Slj Iヴローバル設定Iインタ-\~スI音理者|音理 Web サイト| Telnet | 


^ サーノ S —名とドメインメンノトンウブ 
織定します。 



l £ l ヴ□ーパル設定 

サーバ'•のすベての: 
タブタに通用抑ネ、: 
定を搞成します。 


•の寸ベてのネットワークア 


f &¥ ネットワークインタ — ® 現在の管理者アカウントのパスワ 
のブ□パティを楢成しま - ドを変更します。 

_ _ _ • H Telnet 

ナ理 Web サイトべのアクセス サ勹卜を管理するための Telnet 

f 月する IP アドレスとポートを の使用法を橘成してください。 

.しまも 


盖別 

サーバー名とドメインメンバシップ 

を設定します。 
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2 . サーバ名の設定を初期設定ツールで行って 
いない場合は、「サーバー名」を設定する。 

^ r W^\ 

サーバ名を変更した場合、次章を参照 
し、サーバー証明書の更新も行ってく 
ださい。 

3. <ワークグループに参加させる場合> 

「ワークク'ループ」を選択し、本装置を参 
加させるワークグループ名に変更する。 

<ドメインに参加させる場合> 

「ドメイン」を選択し、ドメインコン ト □— 
ラに登録されている「ドメイン名」、「ユー 
ザー名」および「パスワード」を設定する。 

•:一圆 

初期状態では、 W 〇 RKGR 〇 UP とし、う 
ワークグループのメンバーに設定され 






to 




ドメインに参加させる場合、「ユーザー名」には必ず r ドメイン名¥」を先頭につけて r ドメイン名 
¥ユーザー名」と入力してください。 


4. 設定を変更した場合、 [ ok ] をクリックする。 

入力した情報が確認される（環境により10数分かかります）と再起動の画面が表示されます。 


5. [〇 K] をクリックして再起動する。 




「再起動中」の画面が表示されます。再起 
動が完了すると、自動的に WebUI に再接 
続します （5 分から1◦数分程度)。再接続 
されない場合やエラーとなつた場合は、 
一度ブラウザを終了し、 WebUI を再起動 
してください。それでもアクセスできな 
い場合には、本体の P 〇 WER スイッチを 
押して終了後、電源を入れ直してくださ 
い。詳細ま1章の「強制電源 OFF」 や「電源 
の〇 N」 を参照ください。 



サ 4卜を再起觔じ a 法す。お待ちください。 


d 


58 



















































































サ V — 証明書の更新 


セットアップ時や運用時にサーバ名を変更した場合、 Web サイトに設定しているセキュリ 
ティ証明書の名前が無効な状態となります。そのため、 WebUI に SSL 接続した際に、証明書 
に関するセキュリティ警告ダイアログが表示されます。これを防ぐために、正しいサーバ名 
の情報を持った証明書に更新してください。 

以下の手順で証明書を更新できます。 

I n-0 ここでの手順は、サーバに組み込まれている証明書のインストール手順となります。他の認 
emm 証機関からの証明書を使用する際には、各証明機関の発行した情報を参照しながら、設定を 
行ってください。 


1. WebUI を起動し、[メンテナンス]—[リ 
モートデスクトップ]を選択し、リモート 
デスクトップを起動する。 

2. Administrator の権限を持ったユーザーで 
□グインする。 


②- 


ファイル0編集⑤表示邸お気に入り⑻ツール®ヘルブ (tP _ 

Q 勒▼©▼3 ノ = 検索 = お気に入り#メディアひ 

メンテナンス醒^ 

日付/8寺刻Iシャツトダウン|郎|パックアップ|リモートデスクトップ|激 D 電子メール|言語 I UPS 


日付潮I シャットダウン丨ログ丨パックアップ丨リモートデスクトップ|通 
メンテナンス 

これらのツール奄使って' 必要な梅成やメンテナンスサービスを実行できます。 



y|- で.使用する言語1 

=/ / = 


B 付/時刻 自 シン 

ブ サーバー©日付とぼ||ぢ秸します。 *) 今ずぐ’..またはス妗ユールした畤に、 

サり卜をシャットタウンしたり再起劫し 

0 □ヴ がパ，クア，ブ 

□ヴを表示、消去、タウン□-ドおよ U サ-バ-のオペレ-ティンヴシステ M) バ 

梅成す。 妁ァッブま fett 馆元折います。 

Qrk リモートデスクト9ブ ^ 通知電子メール 

» サーバーのデス外ッブ(こ接続します。 ¢25サーバ-の通知電子メールの設定を行 

C^to 

H UPS 

無停電電源を遥折して、橘成します。 


1 ^ 


■ J モートデスクトタブ 

サ-パーのデスりトップに接続します。 


3. デスクトップの[インターネットインフォ 
メーションサービス （IIS) マネージャ] 
ショートカットを起動する。 



3システムのセットアップ 


59 






























4. 口ーカルコンピュータの Web サイトを選 
択する。 

[Windows Media Administration 
Site]、[Administration]^ [StreamPro/ 
WM9S-Plus] の 3 つのそれぞれの Web サ 
イトについて、以降の設定を行ってくだ 
さい。 

5. 各 Web サイトを右クリックし、プロパ 
テイを開<。 



6 . [ディレクトリセキュリティ]シートの[証明書の表示]をクリックする。 

「発行先 (issued to)」 「発行者 (issued by)」 が現在のサーバ名と異なる場合、以降の作業を行い、 
証明書を置き換えてください。 


7. [ディレクトリセキュリティ]シートの 
[サーバー証明書]をクリックする。 

8. ウィザードが表示されたら[次へ]をク 
リックする。 

9. [現在の証明書を置き換える]を選択し、 
[次へ]をクリックする。 

10. 証明書の中から、現在のマシン名と同じ 
ものを選択し、[次へ]をクリックする。 

11 . 手順に従って[完了]まで進める。 

リモートデスクトップでの作業を終える 
場合、[スタート]メニューからログオフ 
してください。 



6サービスパックとパッチの適用 


購入時のハードディスクドライブには、出荷時点で最新のセキュリティパッチが適用されて 
います。 

ただし、出荷以降に配布されたサービスパックやパッチが存在する場合は、 Exp 「 ess 580 〇シ 
リーズのホームページを参照して適用してください。 

適用するモジュールによっては、ネットワークドライバ(オプション含む)などのデバイスド 
ライパ、および NEC 差分モジュールのアップデートや適用が含まれる場合があります。ホー 
ムページを参照して正しく適用してください。 

不明な点がある場合は、無理な操作をせずにお買い求めの販売店または保守サービス会社、 
弊社営業担当までお問い合わせください。 

Express 5800シリーズインターネツトホームページ [8 番街] 

http :// nec 8 .com 
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その他の設定 


初期設定が完了しても、ストリーミングサービスに関する各種機能を使用するための詳細設 
定や、あらかじめインストールされている管理アプリケーションの固有のセットアップが必 
要です。4章および5章を参照して、必要なセットアップを行ってください。 

例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• StreamPro / WM 9 S-Plus 

• エクスプレス通報サービス 

• Adaptec Storage Manager ™ - Browser Edition(HostRAD を使用する場合のみ） 

• Power Console Plus (オプションのディスクアレイコント□—ラを搭載している場合のみ) 

その他にも本装置管理用のユーティリティが添付の EXPRESSBUILDER CD-ROM に収録さ 
れています。5章を参照して、必要に応じてインス!-ールしてください。 


rEvFi 


詳細については、5章または装置に添付されている別冊の説明書などを参照して使用環境に 
合った状態に設定してください。 

また、ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもありま 
す。詳しくは5章を参照してください。 


また、本製品にはいくつかのオプションソフトウェアがあります。オプションソフトウェアは 
工場出荷時にはインストールされていません。使用前にインストールする必要があります。各 
ソフトウェアをインストールするには、まずは以下の手順で本装置にアクセスします。 


1. WebUI を起動し、[メンテナンス]—[リ 
モートデスクトップ]を選択する。 

リモートデスクトップ画面が表示されま 
す。 Administrator 権限を持つユーザーで 
ログオンしてください。 

2. 購入したオプションソフトウェアの CD- 
R 〇 M を本装置の DVD/CD-R 〇 M ドライプ 
にセットする。 

3. リモートデスクトップ上でエクスプロー 
ラを起動し、 CD-R 〇 M 内のセットアップ 

弓のプログラムを実行する。 


1 表示⑽お m (こ入 w ツール® - 


方ィル ( E ) 」_ 

ノ戻る ▼ - I ,'丨; 検索 お気に入り W メディア6 ▼/ノ _ 

日付/8额 I I シャットダウン I 郎 I パックアップ I リモートデスクトップ I 撇 【_ _ •- 

メンテナンス 

これ⑽ツールを使って、必要な 梅 成やメンテナンスサー e: ス辖行で•きます。 


^ Jx ] 


3 シ v， トダウン 

今すぐ、またはスケジュ-ルした時間に、 
サリトをシやツトダウンした〇再起肋し 


:子メールの設定を行 


用のプログラ/ 

w-Oi® 


本装置は標準で 1GB のメモリを搭載しています。スト 
リーミングサービスに必要とするメモリ容量と別にオプ 
ションソフトウェアに必要となるメモリ容量を確保して 
ください。オプションソフトウェアのインス!-一 ) レ数に 
よってはメモリの増設が必要となる場合があります。才 
プションソフトウェア1つあたり 256MB を目安に計算 
し、必要に応じてメモリを増設してください。 



■ J モートデスクトタブ 

サ-パーのデスりトップに接続します。 




各ソフトウェアの詳細は、各ソフトウェアの説明書、オンラインヘルプなどを参照してくださ 
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8 システム情報のバックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバックアップすることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。 

次の手順に従ってバックアップをしてください。 

1. 3.5 インチフロッピーディスクを用意する。 

2. EXPRESSBUILDER CD-ROM を本体装置の DVD/CD-ROM ドライブにセットして、再起動する。 
EXPRESSBUILDER から起重力して 「EXPRESSBUILDER トップメニュー」が、表示されます。 

3. 「ツール」一「オフライン保守ユーティリティ」を選ぶ。 

4. 「システム情報の管理」から「退避」を選択する。 

以降は画面に表示されるメッセージに従って処理を進めてください。 

以上で購入後のセツトアップは完了です。 
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再セットアップ 

システムの破損などが原因でオペレーティングシステム(〇 S ) を起動できなくなった場合などにここで説明 
する手順に従って本装置を再セットアップしてください。 

I M-0 本装置や使用するネットワーク環境をセキュリティホールを利用した悪質なウィルスやワームから守るため 
に、最新のセキュリティパッチの適用を完了するまではネットワークケーブルを本装置から取り外した状態 
で作業することを強くお勧めします。 

■ I ： 再セットアップをする前にシステムの修復を試してみてください。詳しくは 7 章をご覧ください。 

\TyF2 


再セットアップの準備と確認 


再セットアップを始める前にここで説明する注意事項をよく読んでください。 

• B 旧 S の設定について 

再セットアップをする前にハードウェアの BIOS 設定などを確認してください。6章を参 
照して設定してください。 

• インス!-ールに必要なもの 

以下のものを用意してください。 

-キーボード 
— ディスプレイ装置 
- EXPRESSBUILDER ( CD - ROM ) 

-ノ\'ックアップ DVD / CD - R 〇 M (2 枚） 

—フォーマット済みフロッピーディスク （1 枚） 

• データのバックアップについて 

再セットアップをすると、ハードディスクドライブ上のデータはすべて削除されます。 
再セットアップの前に必ずバックアップしてください。バックアップの方法に関して 
は、4章の「システムの運用と管理」を参照してください。 

• 複数装置の同時再セットアップについて 

同じネットワーク内で複数の本装置を再インス I -ールする必要がある場合でも1台ずつ 
行ってください。 

• EXPRESSBUILDER や BIOS の操作について 

EXPRESSBUILDER の操作、および、 BIOS の確認•設定は本体に接続したキーボード、 
マウス、ディスプレイで操作する方法以外にも管理 PC から MWA を起動してリモートか 
らも行うことができます。この場合あらかじめ、 MWA により本装置と接続ができること 
を確認してください。 

管理 PC と本装置との接続は、 LAN 接続またはダイレクト接続のいずれの方法でも利用に 
できます。ただし、 LAN 接続の場合は、 LAN ポート1のみ使用可能です。ダイレクト接 
続の場合はシリアルポート 2( COM 2) のみご使用になれます。 MWA の使用方法に関して 
は、5章の 「 MWA 」、 または EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M 内のオンラインドキュメント 
を参照してください。 
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2 ディスクアレイの構築 


ハードディスクドライブをディスクアレイに構築して運用する場合は、以下を参考にディス 
クアレイを構築してください。ディスクアレイの構築には本体標準装備の HostRAID の利用 
とオプションのディスクアレイコント□ーラの利用の2とおりがあります。 

なお、本体に標準の SCSI で内蔵ハードディスクドライブを制御する場合やすでにディスク 
アレイが組まれているハードディスクドライブに再インストールを行う場合には、設定する 
必要はありません。「4起動デバイスの優先順位確認」に進んでください。 


HostRAID によるデイスクアレイ 

HostRAID によるディスクアレイを新たに構築する場合には、あらかじめ BIOS および 
SCSISe / ea ユーティリティにより HostRAID を有効に設定にする必要があります。 BIOS お 
よび SCSISe / ea ユーティリティに関する注意事項については、本書の6章、またはオンライ 
ンドキュメント rSCSISefccfUtility 操作説明書」を参照し、確認してください。 

「 SCS \ Select Utility 操作説明書」は本装置に添付の EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M にオンライ 
ンドキュメントとして格納されています。 


オプションポードによるディスクアレイ 

オプションボードによりディスクアレイを新たに構築する場合には、オプションに添付され 
ている説明書を参照し、確認してください。 


3ディスク設定の確認 


本装置の場合、再インストール時のディスクの状態によって以下の5つの方法があります。 

アレイ構成を変更せずに再インストールを行う場合 

-すべての□ジカルドライブをベーシックディスクで使用していた場合 
-□ジカルドライブを夕'イナミックディスクへアップグレードしていた場合 

アレイ構成を変更して再インストールを行う場合 

-アレイ構成を出荷時状態に戻す場合 
-アレイ構成を出荷時の状態以外で使用する場合 

八ードディスクドライブを交換した場合 

それぞれについて以下に説明します。 
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アレイ構成を変更せずに再インストールを行う場合 

アレイ構成を変更せずに再インストールを行ラ場合の手順について説明します。 


すべてのロジカルドライブをベーシックディスクで使用する場合 

□ジカルドライブをべーシックディスクで使用していた場合は、「4起動デバイスの優先順 
位の確認」に進んでください。 


ロジカルドライブをダイナミックディスクへアップグレードしていた場合 

以下のものを用意してください。 

• 装置5忝付のパ'ックアップ DVD / CD - R 〇 M 
• 装置5忝付の EXPRESSBUILDER CD-ROM 

• EXPRESSBUILDER を使って作成される ROM - DOS 起動ディスク用の空のフロッピー 
ディスク 

本装置でロジカルドライブを夕'イナミックディスクへアップグレードしている場合は、装置 
添付の EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M を使用し、以下の手順で R 〇 M - DOS 起動ディスクを作 
成してください。 ROM - DOS 起動ディスクの作成にはフロッピーディスクが1枚必要です。 

作成した ROM - DOS 起動ディスクを使用して本装置を起動し、フ□ッピーディスクの中に格 
納されている FDISK ユーティリティを使用して、夕'イナミックディスクにアップグレードさ 
れたロジカルドライブのすべてのパーティシヨンを削除します。その後、バックアップ 
DVD / CD - R 〇 M を使用して Windows Media 9 Appliance Server および関連ソフトウェア 
をインストールします。そのため、必要なデータは必ず再インス!ル前に外付けバック 
アップ装置などにバックアップを行ってください。 

1. <本体にコンソールを接続して設定する場合> 

キーボード、マウス、ディスプレイを本体に接続する。 

<管理用 PC からリモート接続で設定する場合> 

管理用 PC から MWA を起動し、本装置に接続する。 

MWA の使用方法については5章の 「MWA」 または EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M に格納されている 
オンラインドキュメントを参照してください。 

2 . 本体の電源を〇 N にし、 DVD/CD-R 〇 M ドライプに EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M をセットする。 

ディスプレイまたは、管理 PC の MWA コンソール画面に EXPRESSBUILDER CD-R 〇 M のメイン 
メニューが表示されます。 

3. 「サボートディスクの作成」を選択して <Ente「> キーを押す。 

4. 「R 〇 M-DOS 起動ディスウ」を選択してく Enter> キーを押す。 
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5. 以下のメッセージが表示されたら、本装置のフロッピーディスクドライプに用意したフロッピー 
ディスクをセツトしてく Enter 〉 キーを押す。 


『セットアップ用 ROM - DOS 』 

を作成します。 

用意した空きフロッピーディスクに上記タイトル 
を書き込んだ後、フロッピーディスクドライプに 
入れ、 Enter キーを押してください 0 
実行： [ Enter ] 中止： [ Esc ] 


6 . EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M のメインメニューで「終了」を選択して < Enter > キーを押す。 

7. サポートディスクの作成が終了し、「ファイルの転送が終わりました」と表示されたら < Enter > キー 
を押す。 

8 . 「本体の電源を切っても問題ありません」と表示されたら、本装置から EXPRESSBUILDER CD - 
ROM を取り出し、 < Esc > キーを押して本装置を再起動する。 

^ r W ^\ 

このとき、作成した ROM - DOS 起動ディスクは本装置にセットされたままです。 

9. フロッピーディスクがら起動したら、 「 A :¥>」 の後に 「 fdisk 」 と入力して < Enter > キーを押す。 

10. 「Do you wish to enable large disk support ? [ Y ]」 と表示されたら、 < Y > キーを押す。 

11. く A > キーを押して 「 A ) Delete All partitions 」 を選択する。 

12. 「Delete all partitions for which drive (1- n )[1]:_ l と表示されたら、削除するロジカルドライプの 
番号を入力する。 

n はロジカルドライプの数になります。 

13. 削除するパーティション情報と 「Are you sure you want to delete ? [ N ]」 と表示されたらく Y > 
キーを押す。 

14. rPartition ( s ) deleted 」 と表示されたらく Esc > キーを押してメニューに戻る。 

15. 手順6から手順9を繰り返してすべてのパーティションを削除する。 

16. < V > キーを押して、 rViewpartition ( s )」 を選択し、すべてのパーティションが削除されたことを 
確認する。 

「Fixed Disk n of n :」 が 「No partitions 」 になっていればそのロジカルドライプのパーティション 
は削除されています （ n にはロジカルドライブ番号/数が表示されます）。 

17. < Esc > キーを押してメニューに戻り、 < S > キーを押す。 

「Changes saved . Press any key to reboot ..」 と表示されたら、本装置の電源を OFF します。 
フロッピーディスクを取り出してください。 

18. <管理用 PC からリモート接続で設定している場合のみ> 

以下の方法で MWA モードを解除する。 

サーバウィンドウの上で右クリックし、コンテキストメニューの[リモートコンソールの動作指:^] 
をクリックした後、[指定なし]にチェックをする。 

19. 「4起動デバイスの優先順位の確認」に進む。 
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アレイ構成を変更して再インストールを行う場合 

アレイ構成を変更して再インストールを行う場合について説明します。 


アレイ構成を出荷時状態に戻す場合 

アレイ構成を出荷時状態に戻すには、本装置を EXPRESSBUILDER CD - ROM から起動し、 
「ディスクアレイコンフィグレーション」を使用します。「ディスクアレイコンフィグレーショ 
ン」を使用してアレイ構成を構築した後、「4起動デバイスの優先順位の確認」に進んでくだ 
さい。 

1. ディスクアレイコントローラ配下のハードディスクドライプの接続構成を出荷時の状態に戻す。 

購入時に添付の別紙に、出荷時にセットアップされたハードウエア構成や RAID 構成の状態が記載 
されています。紛失された場合は、お買い求めの販売店または弊社営業担当までお問い合わせく 
ださい。 

2 . 本装置の電源を〇 N にし、添付の EXPRESSBUILDERCD-R 〇 M をセットする。 

3. メインメニューが表示されたら、[ツール]を選択してく Enter> キーを押す。 

4. 「ディスクアレイコンフィグレーション」を選択して <Enter> キーを押す。 

ディスクアレイコンフィグレーションに関しては、5章の 「EXPRESSBUILDER」 を参照してくだ 
さい。 

5. アレイ構築が終了したらメインメニューに戻り、[終了]を選択してく Enter〉 キーを押す。 

6. 終了メッセージが表示されたら、 EXPRESSBUILDER CD-ROM を取り出し、本装置の電源を 
OFF にする。 

7. 「4起動デバイスの優先順位の確認」に進む。 


アレイ構成を出荷時の状態以外で使用する場合 

アレイ構成を出荷時の状態以外で使用する場合は、本装置にディスプレイとキーボードを接 
続し 、 MegaRAID Configuration Utility を使用してアレイ構成を行います。その後、装置添 
付の「バックアップ DVD / CD - R 〇 M 」 を使用して Windows Media 9 Appliance Server およ 
び関連ソフトウェアをインストールします 。 MegaRAID Configuration Utility の操作に関し 
ては、オプションカードに添付の説明書を参照してください。 
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ハードディスクドライブを交換した場合 

ディスクアレイコントローラのみを交換した場合はこの手順は不要です。 

ディスク アレイ コン ト ローラ または HostRAD に接続された ハー ド ディスク ドライブを交換 
した場合は、以下の手順に従い、 RAID 構築を行った後、 Windows Media 9 Appliance 
Server および関連ソフトウェアの再インストールを行ってください。 

最新の RAID 情報をフ□ッピーディスクに保存している場合は、 EXPRESSBUILDER に格納 
されている RAID 情報のセーブ/リストア機能を使用してアレイ構築を行ってください。 RAID 
情報をバックアップされていない場合もしくは、出荷時の構成にする場合は、「アレイ構成 
を出荷時状態に戻す場合」、「アレイ構成を出荷時の状態以外で使用する場合」を参照して再 
インストールをしてください。 

1. 本装置の電源を〇 N にし 、 EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M をセットする。 

2. 5章の 「 EXPRESSBUILDER 」 を参照して RAID 情報のリストアを行う。 

3. リストアが終了したら、 EXPRESSBUILDER を終了する。 

4. 終了メッセージが表示されたら 、 EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M を取り出し、本装置の電源を 
〇 FF にする。 

5. 「4起動デバイスの優先順位の確認」に進む。 


4起動デバイスの優先順位確認 


BIOS セットアップユーティリティを使用して、電源 ON 後に起動する記憶デバイスの優先順 
位を設定します。 

以下の手順に従って BIOS の起動デバイスの順位を確認してください。 

1. <本体にコンソールを接続して設定する場合> 

キーボード、マウス、ディスプレイを本体に接続する。 

<管理用 PC からリモート接続で設定する場合> 

管理用 PC から MWA を起動し、本装置に接続する。 

MWA の使用方法については5章の 「 MWA 」 または EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M に格納されている 
オンラインドキュメントを参照してください。 

2 . 本装置の電源を〇 N にして、 BIOS セットアップユーティリティを起動する。 

詳しくは6章を参照してください。 

3. Boot メニューで起動デバイスが以下の順番に設定されていることを確認する。 

1. [ATAPI CD-ROM Drive ] 

2. [Removable Devices ] 

3. [Hard Drive ] 

4. Exit メニューで設定を保存する。 

以上で確認と設定は完了です。 
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シームレスセットアップによるコンフイグレーシ 



EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M を使用したシームレスセットアップが必要になります。 
シームレスセットアップにより、ディスクアレイの自動コンフィグレーション設定、オフラ 
イン保守ユーティリティのインス I —ルを行います。 

シームレスセットアップについての詳細は5章の 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」を参 
照してください。 

1. <本体にコンソールを接続して設定する場合> 

EXPRESSBUILDER を本体の DVD / CD - R 〇 M ドライプ、にセットして、 EXPRESSBUILDER を起重力 
する。 

<管理用 PC からリモート接続で設定する場合> 

管理用 PC から MWA を起動し、本装置に接続する。 

MWA の使用方法については5章の 「 MWA 」 または EXPRESSBUILDER CD - R 〇 M に格納されている 
オンラインドキュメントを参照してください。 


I チェック] 


フロッピーディスクをセツトしている場合は、フロッピーディスクドライブから取り出してく 
ださい。 

EXPRESSBUILDER メインメニュー画面が表示されます。 


2. 「シームレスセットアップ」を選択する。 

インストール時、「既にオペレーティング 
システムがインストールされています」と 
表示されることがありますが、[継続]を 
選択してインストールを続行してくださ 
い0 

3. セットアップパラメータ FD を作成するた 
めに、画面の指示に従いフロッピーディ 
スをフロッピーディスドライプにセット 
する。 

4. オペレーティンク'システムインストール 
メニューで 「Windows Media 9 
Appliance Server 」 を選択する。 



5. ディスクアレイコンフィグレーションを設定する。 

事前にアレイ構築を行っている場合、既存の RAID 環境を使用する設定にしてください。アレイを 
新規に構築する場合は、画面に従ってアレイ構築を行ってください。 

ディスクアレイが構築できない環境の場合、本手順は省略されます。 

各種ユーティリティーのインストールが自動的に行われます。 


6 . 「 EXPRESSBUILDER を終了します。本体の電源を切っても問題ありません。」と表示されたら、 
フ□ッ ピーディ スクをフ□ッ ピーディ スクドライプから取り出す。 

続いて「6バックアップ DVD / CD - R 〇 M からの復元」に進みます。[再起動]を選択する前に次の説 
明を読んでください。 


3システムのセットアップ 
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バックアップ DVD / CD - ROM からの復元 


添付のバックアップ DVD / CD-R 〇 M の内容をハードディスクドライブに□—ドし、出荷時の 
状態を復元します。 

I H -〇 バックアップ DVD/CD-ROM を本装置の DVD/CD-ROM ドライブにセットした状態で起動 
すると、自動的に復元処理が開始されます。これまでの八ードディスクドライブの内容はす 
ベて消去されてしまいます。この処理を行う際は十分に注意してください。 

1. <「5シームレスセットアップによるコンフィグレーション」からの続きの場合〉 

バックアップ DVD / CD-ROM Diski を DVD / CD - R 〇 M ドライプにセットして[再起動]をクリック 
する。 

<「5シームレスセットアップによるコンフィグレーション」をスキップした場合> 

電源を〇 N にして、バックアップ DVD / CD-ROM Disk 1を DVD / CD - R 〇 M ドライブにセットした 
後、電源を〇 FF / 〇 N (またはリセットスイッチを押す）する。 

フロッピーディスクをセットしている場合は、フロッピーディスクドライブから取り出してくだ 
さい。 

バックアップ DVD / CD-ROM Diski から起動後、オペレーションシステムのインストールが自動 
的に開始されます。 

2. 画面の指示に従い CD - R 〇 M をバックアップ CD-ROM Disk 2 と交換する。 

響一圆 

• バックアップ CD-ROM Diski からのインストールは約30分程度必要です。 

參バックアップ DVD-R 〇 M の場合は、ディスクの交換は必要ありません。 

3. 復元が完了したら DVD / CD - ROM ドライプからバックアップ DVD / CD-ROM Disk 2 を取り出す。 

I チェック I 

オペレーティンク'システムのインストールが正常に終了すると、画面に [complete to load 
image successfully .] と表示され、ビープ音が断続的に鳴ります。 

正常終了したとき： ピーピーピッピッピッピッ… 

異常終了したとき： ピーピーピー… 

4. 本装置の電源を OFF にする。 

次回起動時は、システムの環境構築が自動的に行われます。環境構築後、オペレーティングシス 
テムが起動します。 

•:一圆 

この動作は約10分間必要です。なお、構築環境によっては、途中で自動的に再起動する場合が 
あります。 

ここまでの手順でノ\'ックアップ DVD / CD - R 〇 M からの復元は完了です。本章のはじめにある「2 
電源の ON 」 がら順番にセットアップをし直してください。 

バックアップ DVD / CD-R 〇 M からの復元時、ネットワーク設定は以下のようになっています。 

IP アドレス： 自動的に取得する 

コンビュータ名： wms 
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